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ま
も
な
く
、
会
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て

一
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
■
U
ま
た
、

「
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
プ
レ
ス
」
　
も
第
四
号
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皆
様
の
ご
利
用

が
、
日
に
日
に
増
え
て
い
る
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
。金

銀
祭
り
を
行
い
手
す

同
日
凶
①
講
演
会

②
舞
台
発
表
　
（
地
域
の
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
踊
り
や
、
児

童
・
生
徒
等
の
合
唱
）

③
展
示
（
地
域
や
活
動
の
パ

ネ
ル
及
び
作
品
の
展
示
）

④
バ
ザ
ー
（
福
祉
施
設
な
ど

の
出
店
）

⑤
模
擬
店
　
（
ウ
イ
ズ
ユ
ー
ス

等
で
の
、
軽
食
等
の
販
売
）

行
委
員
会
メ
ン
バ
ー

協
議
会
で
は
、
開
館
記
念
日
の
佳
節

に
あ
わ
せ
て
、
毎
年
、
《
会
館
祭
り
》
を
開

催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

間
＝
幽
①
武
蔵
野
会
館
協
議
会
メ
ン

バ
ー
の
交
流
と
、
活
動
発

表
の
場
と
し
ま
す
。

②
武
蔵
野
会
館
利
用
者
の
交

流
と
活
動
発
表
の
場
と
し

ます。

同
風
且
　
十
一
月
三
日
（
金
・
祝
日
）

午
前
卜
一
時
～
午
後
五
時

十
一
月
四
日
　
（
士
）
）

午
前
九
時
～
午
後
三
時

藤
原
国
広

下
田
恵
子

泉
谷
　
勉

渡
辺
敏
郎

小
高
勝
義

山
口
義
春

大
槻
修
久

高
松
　
勉

庭
野
光
雄

（順不同）

む
さ
し
の
自
治
会
　
会
長

む
さ
し
の
子
供
会
　
代
表

昭
文
い
き
い
き
ク
ラ
ブ会
長

中
神
工
業
団
地
協
力
会
事
務
局

中
神
北
口
商
店
会
　
会
計

交
通
安
全
協
会

日
の
出
支
部
支
部
長

ウ
イ
ズ
ユ
ー
ス
武
蔵
野
小

地
区
副
委
員
長

協
議
会
　
会
計

文
化
自
治
会
　
常
任
委
員

協
議
会
　
事
務
局
長

昭
島
市
生
活

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
主
査

多
良
芳
幸
　
ウ
イ
ズ
ユ
ー
ス
瑞
雲
中

地
区
連
絡
会
　
相
談
役

協
議
会
　
副
会
長
（
会
計
兼
務
）

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

実
行
委
員
を
支
え
て
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
方
は
、
実
行
委
員

ま
た
は
各
団
体
の
役
員
等
に
、

ふ
る
っ
て
お
申
し
出
下
さ
い
。

ご
注
意
を
ー
・

●
　
会
館
祭
り
の
二
日
間
　
（
十
一
月
三

日
四
日
）
　
は
、
団
体
・
個
人
の
会
館
使
用

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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「、・、．、．
　　　．”●

《
安
全
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
協
力
員
》
打
合
せ
会
実
施

安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
協
力
員
の
打
合
せ
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
■
U

一
、
日
　
時
　
六
月
十
H
（
上
）

午
前
十
時
か
ら
卜
一
時
十
五
分

一
、
場
　
所
　
武
蔵
野
小
学
校

三
、
出
席
者
　
①
関
係
機
関

・
昭
島
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
部
長
橋
本
信
市
民

・
昭
島
警
察
署

生
活
安
全
課
長
及
川
直
昭
氏

・
昭
島
警
察
署
中
神
駐
在
玉
城
氏

・
武
蔵
野
小
学
校
校
長五
十
嵐
公
宣
氏

・
つ
つ
じ
が
丘
南
小
学
校
校
長

新
井
啓
子
氏

・
昭
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

課
長
中
田
氏
　
同
主
査
庭
野
氏

②
協
力
員
　
」
ハ
十
九
名

四、

（
合
計
　
七
十
六
名
）

会
の
内
容

・
司
会
　
小
野
副
委
員
長

・
委
員
長
挨
拶
　
丹
羽
委
員
長

・
関
係
者
挨
拶
お
願
い
　
留
意
事
項

学
校
教
育
部
長
橋
本
氏
、
武
蔵
野
小
学

校
長
五
十
嵐
氏
、
昭
島
警
察
署
生
活
安

全
課
長
及
川
氏
、
武
蔵
野
小
学
校
P
T

A
会
長
河
村
健
司
氏

・
関
係
機
関
出
席
者
紹
介

・
質
疑
応
答

司
会
　
運
営
協
議
会
会
良
　
座
間
氏

Q
　
通
学
路
を
地
域
の
人
は
知
ら
な
い
が

A
　
教
育
委
員
会
に
届
け
た
も
の
は
あ
る

が
、
友
達
と
の
関
係
そ
の
他
都
合
に
よ

っ
て
異
な
っ
て
登
下
校
す
る
こ
と
も

あ
り
、
地
域
の
す
べ
て
の
通
路
が
通
学

路
と
考
え
て
頂
い
た
ほ
う
が
良
い
。

（
な
お
、
安
全
マ
ッ
プ
も
含
め
て
、
学

校
・
保
護
者
だ
け
の
も
の
と
し
な
い
で
、

地
域
と
の
共
有
を
お
願
い
す
る
。
）

Q
　
具
体
的
に
事
故
・
事
件
は
ど
ん
な
も
の

が
あ
っ
た
の
か

A
　
個
別
具
体
的
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
も
あ
り
、
そ
の
点
華
し
い
が
、
し

ら
し
む
べ
き
情
報
は
、
保
護
者
に
は
必

ず
連
絡
し
て
い
る
。

（
な
お
、
地
域
で
も
、
情
報
共
有
の
観

点
か
ら
、
流
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
す
る
一
∪
）

Q
　
立
川
堺
で
の
不
審
者
情
報
が
昭
島
に

は
知
ら
せ
が
な
か
っ
た
が

A
　
警
察
の
事
案
と
な
れ
ば
、
警
察
か
ら
も

連
絡
す
る
。
教
育
委
員
会
同
士
の
情
報

交
換
は
特
に
な
い
が
、
生
活
基
盤
が
一

緒
の
ケ
ー
ス
は
確
か
に
問
題
が
あ
り
、

今
後
は
何
ら
か
の
対
応
の
検
討
を
し

て
み
た
い
。

（
本
件
は
、
検
討
の
上
、
早
期
に
昭
島

の
保
護
者
に
も
情
報
提
供
す
べ
き
内

容
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
現
場
の
学
校

と
し
て
は
流
さ
な
か
っ
た
。

＊
　
夏
休
み
が
終
わ
り
、
学
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。

協
力
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
活
動
と
、
協
力
員

へ
の
新
規
ご
加
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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●
《
自
転
車
安
全
教
室
の
開
催
》

安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
子
供
達
の
よ
り

安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
、
自
転
車
安
全
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

山
、
日
　
時
　
七
月
一
目
（
土
）

午
前
十
時
か
ら
十
一
時
十
五
分

二
、
場
　
所

三
、
参
加
者

武
蔵
野
小
学
校
校
庭

①
　
児
童
約
六
十
名

②
　
保
護
者
約
四
十
名

③
　
警
察
、
教
育
委
員
会
、
会
館

関
係
者
等
約
二
十
名

④
　
交
通
安
全
協
会
約
二
十
名

合
計
約
百
四
十
名

・
司
会
　
高
瀬
支
部
長

・
挨
拶
　
木
戸
教
育
長

五
十
嵐
武
蔵
野
小
学
校
長

丹
羽
安
全
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
委
員
長

・
内
容
　
ル
ー
ル
の
解
説
、
自
転
車
で
の
車
道

歩
道
・
信
号
機
を
設
け
て
の
具
体
的

指
導
、
パ
ト
カ
ー
の
参
加
あ
り

・
そ
の
他
　
参
加
賞
と
し
て
、
警
察
・
安
協
か

ら
ワ
ッ
ペ
ン
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、

蛍
光
帯
提
供
、
な
お
、
児
童
に
は
、

パ
ッ
ク
入
り
ジ
ュ
ー
ス
、
大
人
に
は
、

お
茶
を
提
供
（
安
全
委
員
会
）
。

（
意
見
・
感
想
）

・
当
日
は
雨
の
心
配
を
し
た
が
、
開
催
時

間
中
は
雨
を
避
け
ら
れ
、
帰
宅
後
、

靡
雨
と
な
っ
た
。

・
参
加
者
は
、
低
学
年
児
童
が
大
半
を
占

め
、
高
学
年
は
他
の
行
事
や
計
画
と
の

競
合
か
ら
少
な
か
っ
た
。

・
安
協
の
方
々
と
警
察
に
よ
る
、
早
い
時

間
か
ら
の
準
備
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
び

が
で
き
た
。

・
本
来
、
も
っ
と
多
数
の
児
童
参
加
を
望

む
の
で
何
ら
か
の
工
夫
が
必
要
か
。

＊
つ
つ
じ
が
丘
南
小
学
校
で
も
、
学
校
と
P
T

A
主
催
、
交
通
安
全
協
会
文
化
支
部
の
協
力

の
も
と
、
七
月
二
十
二
日
（
土
）
　
自
転
車
安

全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

●
　
地
元
昭
島
市

中
神
工
業
団
地
協
力
会
の

《
冬
営
・
生
徒
の

妥
各
線
櫛
へ
の
協
力
》
車
員
外
几

こ
の
度
、
地
元
昭
島
市
中
神
工
業
団
地
協
力
会
か

ら
「
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
」
に
深
い
ご
理
解
を

賜
り
、
多
大
の
ご
協
力
を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

頂
く
ご
協
力
の
内
容
を
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。

1
．
「
ピ
ー
ポ
君
の
家
」
　
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
の
表
示

不
審
者
を
見
か
け
た
時
、
児
童
・
生
徒
が
避
難

で
き
る
よ
う
に
、
自
社
の
出
入
り
口
　
（
門
扉
・

玄
関
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
等
）
付
近
に
ス
テ
ッ
カ
ー

や
看
板
を
表
示
す
る
。

2
．
周
辺
地
域
の
巡
回

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
や
定
め
た
時
刻
に
、

守
衛
さ
ん
・
ガ
ー
ド
マ
ン
等
が
、
自
社
周
辺

を
巡
回
警
備
す
る
。

3
．
車
両
へ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
表
示

社
用
車
、
社
用
自
転
車
に
　
「
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」

「
防
犯
点
検
中
」
　
ス
テ
ッ
カ
ー
等
の
表
示
を
す
る
■
U
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私たち『劇団Firstline』にとって、武蔵野会館はそういう存在です．。

私たちは、地元を中心に、中学生から成人まで年齢の差を越えて「体温のある暖かい

舞台」を目指して、日々芝居の稽古に励んでいるアマチュア劇団です。

主に音楽室を使っての稽古ですが、音楽室は完全防音！私たちのような「大声大騒ぎ

集団」にはもってこいの場所です。（笑）心置きなく発声練習をし、思い切り大きな音で

音楽をかけてダンスのレッスンをする。そして大きな声での芝居の稽古。

10代から20代の若者たちが、自分の居場所、自分のアイデンティティを求めて集

まった集団。

そこで笑い、泣き、汗を流して自分の限界に挑戦し、大きな喜びを得ていく「′　そして

その喜びを「芝居」という形で世の中に提供し、また、そこに喜びの輪を広げていく。

生きる目的、自分の居場所が見つからない若者が多い昨今、この場所があることが、彼

らの中で大きな宝になっているのでしょう。

年に2回の公演の稽古は、ほとんどこの会館で行い、ここで生まれたものをステージ

に運んでいるわけです。

公の場所を稽古場として使うゎ　そこにはあらゆる制約とマナーの問題が発生してきま

す。自分たちが愛する場所だからこそ気持ちよく使いたい、親切にお世話してくださる

会館の方々に感謝してマナーを守る。それをきちんと教え、実践できる場所としても、
ここは貴重な存在です。

これからも、ここから暖かさを生み出し、舞台に運びたいと思っています。

劇団First＝ne

代表　守本早智子

昨
年
暮
れ
に
行
い
ま
し
た
会
館
大
掃
除
に
つ
い

て
、
寒
い
時
期
の
こ
と
も
あ
り
、
作
業
環
境
や
、
能

率
面
で
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
陽
気
の
良
い
時
に
変

更
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
左
記
の
要
領
で
大

掃
除
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

記

●
九
月
二
卜
江
口
　
（
月
）

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
頃

4
．
外
出
時
の
腕
章
装
着

地
域
内
へ
の
外
出
の
際
、
「
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」

「
防
犯
点
検
中
」
腕
章
を
着
け
る
。
ま
た
そ
の
際
、

児
童
・
生
徒
が
い
れ
ば
声
（
挨
拶
）
を
か
け
る
。

以
上
で
す
。
多
く
の
加
盟
会
社
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
予
定
で
す
が
、
私
た
ち
住
民
も
、
こ
の
ご
協
力

に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保

に
一
層
気
を
配
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。


